
原　著 麻布大学雑誌　第 32 巻　1− 9

責任著者：高槻成紀 (e-mail: takatuki@azabu-u.ac.jp)

麻布大学キャンパスのカキノキへの鳥類による種子散布

Seed Dispersal by Birds to a Persimmon Tree in the Campus of Azabu University

高槻　成紀

麻布大学いのちの博物館

Seiki TAKATSUKI

 The Life Museum of Azabu University, 1-17-71 Fuchinobe,  
Chuo-ku, Sagamihara, Kanagawa 252-5201, Japan

Abstract: Various birds visit trees bearing fleshy fruits and void the seeds of other trees eaten before the visit. 
Since tree canopies in forests overlap one another and further shrubs and herbs also produce fruits, analysis of 
seed dynamism in such forests is quite difficult. In contrast, trees in urbanized environment are often isolated 
and analysis seems easier. This study analyzed the seeds delivered by birds to a persimmon tree in a university 
campus from outside. The analysis showed that as many as 7,918 seeds of more than 36 species were delivered 
in November and December, 2009. They were dominated by tree species composed of 18 species and the seed 
number accounted for 89.9% of all the seeds, followed by shrubs (8 species, 4.8%), and lianas (7 species, 3.2%). 
Artificially planted plants occupied 37.5% of the all seeds, suggesting that the delivered seed population well 
reflected the urbanized environment. This study demonstrated that the use of a simple system like university 
campus is effective to analyze the seed dispersal by birds.
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要約：被食散布型の樹木にはさまざまな果実食鳥類が訪れ、樹下には別の木で食べた種子が落下される。しか
し、野外の森林では多種の樹木が隣接している上に亜高木、低木、草本にも被食散布植物があり、地表にも草
本類や枯葉があるために落下種子を調べるのは難しい。この点、都市の単純な環境に孤立木があれば調べるこ
とが可能である。この論文では大学キャンパス内に植栽された１本のカキノキを用いて、外部から持ち込ま
れた種子の内容を明らかにすることを目的とした。その結果、2009年の 11月と 12月の間に、カキノキ種子を
除いて 36種以上 7918個の種子が回収された。その内訳は高木種が 18種で種子数は 89.9%を占め、低木が 8
種、4.8%、つる植物が 7種、3.2%などであった。これらを植栽種、野生種で分けると、植栽種が 37.5%を占め、
都市的な環境を反映していた。この調査により大学キャンパスという単純な系を使うことで、鳥類による種子
散布の実態の一端が示された。
キーワード：カキノキ、種子散布、多肉果、鳥類、都市環境

はじめに

森林の動態はきわめて複雑であり、構成種の更新
一つを取り上げても、さまざまな種が多様な方法で

種子を散布することで更新を図っている。その種子
散布法のうち、多肉果は鳥類や哺乳類によって散布
されることが多い。特に温帯においては鳥類による
種子散布が発達しており、多くの多肉果は鳥類に食
べてもらうために視覚に訴える赤色系の果皮を持ち、
飲み込みやすいように直径 5-10 mm程度の球形のも
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のが多く見られることが知られている（Wheelwright 
and Janson 1985; Nakanishi 1996）。果実食鳥類は訪れ
た木の下に別の木で食べた種子を散布するが、実際
に森林で鳥類による種子散布の実態を調べるのは容
易ではない。森林の樹冠構成樹種は樹冠を隣接させ
る上に、その下にある低木、草本も種子を生産する
から、樹下の種子の出自を特定するのはきわめて難
しい。しかも林床には下生え植物や枯葉があるため、
種子の回収にも困難が伴う。そのため、それを乗り
越えるために大規模な調査もおこなわれているが（例
えばWhelan et al., 2008; Naoe et al. 2018など）、同時
に単純な系を用いて小規模な事例を蓄積することも
重要であろう。都市においては、樹種は少なく、し
かもしばしば孤立状態で植えられている。また地上
は草本類や枯葉などが少なく、舗装されていること
も少なくないために、種子の回収が比較的容易である。
唐沢（1978）は都市鳥類の生態学を調査する過程で
種子散布にも注目し、東京都心で鳥類による種子散
布の実態調査をした。しかし、その後は故選・森本
（2002）が京都市において多肉果樹の調査を行なった
程度で、こうした調査はあまり行われていない。そ

こで、本研究では大学キャンパスという孤立木と舗
装面を有効に利用した調査を試みた。

方　法

調査は神奈川県相模原市中央区の麻布大学構内（北
緯 35° 40’、東経 139° 23’）でおこなった。構内に植
樹された樹木のうち、8号館南西にある高さ約 12 m
のカキノキDiospyros kakiを選び、樹下の約 180 m2の
範囲の舗装面の落ちた種子を回収した。カキノキを
選んだのは、結実期にヒヨドリなどが来て果実を採
食しながら滞在するのが観察されたこと、孤立木で
あり別の木由来の種子との混在がないこと、樹下が
舗装されており、落下種子の採集がしやすいことに
よる。これらの種子の大半は種子そのもの、あるいは
一部に果肉をつけたもので、鳥類の消化由来の糞尿
由来の白い物質は見られなかったので、鳥類が吐き
出したものと考えられる。種子の回収は 2009年 11月
から 12月までの 2カ月の調査期間中に 11回おこなっ
た。回収した種子は石川（1994）、中山ほか（2000）、
鈴木ほか（2012）を参考にすると同時にレファレンス

表１ 麻布大学のカキノキ Diospyros kakiに鳥類によって運び込まれた種子・核。回収期間は 2009年 11月・12月。トキワサ
ンザシ属にはタチバナモドキ Pyracantha angustifoliaとトキワサンザシ P. coccineaが含まれる可能性がある。シュロ属の
うち、シュロ Trachycarpus fortuneiとトウジュロ T. wagnerianusは区別できなかった。

植物名 類型 種子数 植物名 類型 種子数

マメ科の 1種 双子葉草本 1 センダン 高木 450
キジカクシ科の 1種 単子葉草本 11 モチノキ 高木 383
ヘクソカズラ つる植物 91 モッコク 高木 159
ツタ つる植物 67 バラ科の 1種 高木 90
ノブドウ つる植物 59 ムクノキ 高木 59
アオツヅラフジ つる植物 24 アメリカヤマボウシ 高木 34
ヤブカラシ つる植物 6 ホオノキ 高木 15
ツルウメモドキ つる植物 6 ネズミモチ 高木 10
ブドウ つる植物 1 ケヤキ 高木 8
ナンテン 低木 93 シュロ属 高木 5
トベラ 低木 70 アカメガシワ 高木 4
アブラチャン 低木 64 コブシ 高木 2
マンリョウ 低木 54 シラカシ 高木 2
イヌツゲ 低木 50 アオハダ 高木 1
クコ 低木 43 ミカン 高木 1
ウメモドキ 低木 5 クスノキ 高木 1
トキワサンザシ属 低木 2 クマノミズキ 高木 1
エノキ 高木 4171 ミズキ 高木 1
トウネズミモチ 高木 1815 不明 - 59

合計 7918
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標本を利用して可能な限り同定し、種ごとに個数を
数えた。

結　果

種子の内訳
カキノキの樹下で回収された種子を表 1に示し、

内訳をまとめたものを表 2に示した。これらの学
名、野生植物であるか栽培植物であるか、麻布大学
構内にあるかないかなどは付表 1に示した。また主
な検出種子の写真を付図 1に示した。回収された種
子のほとんどは多肉果の種子であったが、乾果が 5
種あった。すなわち、ケヤキZelkova serrataとシラカ
シQuercus myrsinifoliaは堅果、アカメガシワMallotus 

japonicusは蒴果、マメ科の 1種は豆果であった。植
物のタイプ別では、最も多かったのは高木種で、18
種、7121個（89.9%）であった。中でもエノキCeltis 

sinensisは 4171個で過半数を占めた。次にトウネズ
ミモチLigustrum lucidumが 1815個、そのほか、セン
ダンMelia azedarach（450個）、モチノキ Ilex integra

（383個）などが多かった。なお、本調査の目的から、
カキノキの種子（回収数 424個）は母樹由来とみなし、
持ち込まれた種子群からは除外した。
次に低木が 8種、381個であった。低木の中では

ナンテンNandina domesticaが 93個と最も多く、トベ
ラPittosporum tobira（70個）、アブラチャンLindera 

praecox（64個）などが続いた。
つる植物は 7種、254個で、ヘクソカズラPaederia 

scandens（91個）、ツタParthenocissus tricuspidata（67
個）、ノブドウAmpelopsis glandulosa var. heterophylla

（59個）などが多かった。そのほか双子葉草本は 2種、
2個、単子葉植物は 1種 11個と限定的だった。

野生植物と植栽植物の比較
次にカキノキに持ち込まれた種子をつける植物を

野生植物であるか、あるいは植栽された植物かで区
別した（表 3）。この区別基準については考察に記述
する。草本類は種子数が少なかったが、すべて野生
植物であった。つる植物はほとんどが野生植物だっ
たが、低木はすべてが植栽植物であった。高木は野
生植物と植栽木がほぼ 2：1であった。全体としては
62.5%が野生植物、37.5%が植栽植物であった。

考　察

果実のタイプ
この調査では樹木が孤立しており、地面が舗装さ

れているという大学キャンパスが備える好条件を有
効に利用して、カキノキに訪問した鳥類が落下させ
た植物の種子の内容を明らかにした。
本調査で少なくとも 36種の種子がカキノキに運

び込まれたことが確認された。ほとんどは多肉果で
あったが、少数ながら堅果（ケヤキ、シラカシ）、蒴
果（アカメガシワ）、豆果もあった。堅果種子はデン
プンを含むが、回収した種子は消化されていなかっ
たから鳥類の栄養摂取にはなっていない。アカメガ
シワの種子は、果実ではなく黒く艶のある種子その
もの（付図 1b）を鳥類が摂取したと考えられる。アカ
メガシワの種子は表面に脂質があるため、カラス類
（上田・福居 1992, 吉野・藤原 2004）やヒタキ類（佐藤・
酒井 2005）が好んで食べることが知られている。

キャンパス内の樹木由来の種子
東京都心で同様な調査を行なった唐沢（1978）は、

表 2 麻布大学のカキノキに鳥類によって運び込まれた種
子の内訳

種数 種子数 %

双子葉草本 2 2 0.0
単子葉草本 1 11 0.1
つる植物 7 254 3.2
低木 8 381 4.8
高木 18 7121 89.9
不明 - 149 1.9
合計 36 7918 100

表 3 麻布大学のカキノキに鳥類によって運び込まれた種
子・核の数を野生植物と植栽植物に分けた内訳。野
生植物と植栽植物の区別は本文（考察）参照。

野生 植栽
双子葉草本 2 0
単子葉草本 11 0
つる植物 253 1
低木 0 381
高木 4647 2564
不明 4913 2946
合計 62.5 37.5
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鳥類によって散布される種子ではトウネズミモチの
種子が最も多かったと報告している。しかし本調査
では、エノキが最も多く、トウネズミモチは 2位で
あった。エノキは全体の 52.6%、高木種の中の 59.1%
と非常に多かった。これはキャンパス内にエノキの
大木が複数あり、大量の果実をつけるので、鳥類が
これを食べた後でこのカキノキで種子を吐き出した
可能性が大きい。トウネズミモチは全体の 22.9%、高
木種の中の 26.6%であった。トウネズミモチの木は
キャンパス内にもあるが、学外の市街地にも多い。
センダンの種子は 450個回収された。センダンの

木もキャンパス内にあり、12月になるとヒヨドリ
Hypsipetes amaurotisが多数集まってその果実を食べて
いるのが観察された（図 1）。また頻度は低いがムクド
リSturnus cineraceusが群れで来るのも観察された。エ
ノキ果実は直径 6-8 mmであり、枝先に大量に着果す
るので鳥が食べる数も多いが、センダンの果実は長
さ 15-20 mm、直径 10-15 mmほどあり（図 2）、エノ
キに比較すれば遥かに数が少ない。にもかかわらず
450個もの核が回収されたことは、散布効率は小さく
ないことを示唆する。センダンの果実は、ヒヨドリが
よく来る 12月には乳白色で視覚的によく目立ち（図
1）、鳥類が好んで食べるが、果実は大きいから、ヒ
ヨドリ・クラス以上の大きさの鳥類しか利用できな
いと考えられる。
次に多かった種子はモチノキ（383個）で、これも

キャンパス内に大きな木があり、結実する。
本調査では鳥類の調査はしていないが、麻布大学

の学生サークルである麻布大学野鳥研究部が 2017年
から 2019年まで構内で鳥類の観察数の記録を取って
いたので、参考にした。このサークルでは原則毎月、
構内を 3人程度の観察者が構内にルートを決めてゆっ
くり歩いて発見した鳥類の羽数を記録した。これに
よると 11月から 1月までの間に 20種の鳥類が確認
され、多いものからスズメPasser montanus、ヒヨド
リ、ドバトColumba livia domestica、メジロZosterops 

japonicus、オナガCyanopica cyanusと続いた（付表 2）。
スズメはおもに穀類食であり（上田・江村 1965）、カ
キノキ果実を食べる可能性は小さく、もし果肉を食
べても種子を飲み込む可能性はないと思われる。著
者や協力者もスズメがカキノキに来たのは観察し
ていない。ドバトも穀類や堅果類を食べるので、可
能性は小さい。なおこれらのうち、ハクセキレイ
Motacilla alba lugens、エナガ Aegithalos caudatus、コ
ゲラDendrocopos kizuki、モズ Lanius bucephalusなどは
おもに昆虫食・動物食であり、カキノキ果実は食べ
ないと考えられる。こうしたことから本調査のカキ
ノキに種子を運び込んだのはおもにヒヨドリと考え
られ、ムクドリも可能性がある。その他メジロ、オナ
ガ、カラス類なども貢献度は小さいであろうが、可
能性は否定しきれない。
唐沢（1978）も東京都心で多肉果を利用する鳥類で

図 1 麻布大学に植栽されたセンダンMelia azedarach
の果実を食べにきたヒヨドリ Hypsipetes 
amaurotis（2008年 12月 30日撮影）

図 1 センダンの果実（左）と取り出した核（右）
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はヒヨドリが最も多かったとしている。これらのこ
とから、本調査の対象樹の種子散布をしていた鳥類
はヒヨドリが主体である可能性が大きい。ヒヨドリ
は果実を食べるとほぼ 1時間以内に排泄し、散布移動
距離は 300 m程度であるとされる（福井 1993）。
回収された種子の上位 4種がすべてキャンパス内

にあることと、主要な散布者と考えられるヒヨドリ
の散布移動距離が 300 m程度であるという事実を考
えると、対象としたカキノキに運び込まれた種子は、
ヒヨドリを主体とする鳥類がおもに麻布大学のキャ
ンパス内の樹木間を行き来して散布させていた可能
性が大きい。エノキ（唐沢 1978）とトウネズミモチ
（吉永・亀山 2001）はヒヨドリが採食した記録がある。
ただし量的には少ないが、キャンパス内にない多

様な種子が運び込まれたことがわかったこともまた
重要である。

主要種子の特徴と都市環境
散布された種子の内訳を類型すると都市に植栽さ

れた高木種由来の種子が大きな割合を占めているこ
とがわかった（表 3）。植物を野生植物と植栽植物に
分けたが、それには以下のような背景がある。ミカ
ンCitrus sp.やブドウVitis sp.のように品種改良された
栽培植物は確実に植栽されたものだが、この他にも
外来種であるトウネズミモチも植栽植物とした。ト
ウネズミモチは 1960年代に盛んに植栽され、現在で
は都市で鳥類に散布されて増加している（吉永・亀井 
2001）。しかし、もともと植栽された植物であるから、
ここでは植栽とした（付表 1）。また、イヌツゲ Ilex 

crenata var. crenataやナンテンのように日本の野生
植物であるが、庭木などとして栽培されるものもあ
る。したがって回収種子そのものからは野生と植栽
の区別はできないが、植物の特性から推定できるも
のも多い。麻布大学周辺は市街地化されており、ま
とまった雑木林などはあまりないので、冬に赤い果
実をつけるため好んで栽培されるナンテン、マンリョ
ウArdisia crenataなどは雑木林由来であるよりも植栽
された植物由来である可能性の方が高いと思われる。
またモッコクTernstroemia gymnanthera、トベラなどは
海岸に生育し、周辺の雑木林にはないので、これら
も植栽されたものと考えられる。実際、これらは周
辺のグリーンベルトなどによく植栽されている。こ

うしたことから麻布大学周辺で野生状態では生育し
ているとは考えられず、ほぼ植栽と考えられるもの
を「植栽」とした（付表 1）。このように類型したとこ
ろ、庭木や街路樹などの植栽高木種が 32.4%を占めた。
このことは森林が少なく、存在する多肉果植物は庭
木や公園の植栽樹や街路樹などの比率が大きい都市
環境をよく反映していた。
回収された種子のうち草本類はジャノヒゲとマメ

科の 1種の 2種に過ぎず、種子数は 12個（0.2%）に過
ぎなかった。不明種が全て草本類であったとしても、
0.9%に過ぎない。草本類は一般に夏から秋に結実し、
11月頃までに枯れるものが多い。本調査は調査期間
が 11月、12月であったから草本類が少なかったのは
当然であるが、つる植物が 7種、254個（3.2%）を占
めたことは注目される。これらのうちヘクソカズラ
は草本であるが、しばしば木質化する。そのほかの
つる植物は木質であるため、冬でも果実が茎に残っ
ている。これらのうち、ヘクソカズラ、ノブドウ、ヤ
ブカラシCayratia japonicaなどは市街地の空き地など
に多く、またツタは雑木林にもあるが、家屋や壁な
どに付着することも多いので、これらの種子が多く
持ち込まれたことは都市環境を反映していたといえ
る。ただしアオツヅラフジCocculus trilobusとツルウ
メモドキCelastrus orbiculatus var. orbiculatusはより自
然度の高い雑木林などに生育することが多い。

まとめ

相模原市という都市の大学キャンパスという単純
な系において鳥類による種子散布を調べた結果、多
様な外部由来の種子がもたらされていることがわ
かった。これらの多くは植栽された高木の多肉果の
種子であり、都市環境を反映していた。大学キャン
パスという単純な系を利用することで、鳥類による
多肉果の種子散布の一端を示すことができた。
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付図１ 麻布大学のカキノキに鳥類によって運び込まれた種子または核。回収期間は2009年11月、12月。
トキワサンザシ属にはタチバナモドキ Pyracantha angustifoliaとトキワサンザシ P. coccineaが含
まれる可能性がある。シュロ属のうち、シュロ Trachycarpus fortuneiとトウジュロ T. wagnerianus
は区別できなかった。格子間隔は 5 mm。
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付表 1 カキノキの下から回収された種子に関する情報。栽培：品種改良された栽培種。野生 /植栽：野生植物であるが公園、
庭などに植栽される種

植物名 学名 類型 野生 /植栽 麻布大学 
での有無 種子数

アカメガシワ Mallotus japonicus 高木 野生 4
アメリカヤマボウシ Cornus florida 高木 植栽 34
エノキ Celtis sinensis 高木 野生 /植栽 ＋ 4171
クスノキ Cinnamomum camphora 高木 野生 /植栽 ＋ 1
クマノミズキ Cornus macrophylla 高木 野生 1
ケヤキ Zelkova serrata 高木 野生 /植栽 ＋ 8
コブシ Magnolia kobus 高木 野生 /植栽 2
シュロ* Trachycarpus fortunei 高木 野生 /植栽 5
シラカシ Quercus myrsinifolia 高木 野生 /植栽 ＋ 2
センダン Melia azedarach 高木 野生 /植栽 ＋ 450
トウネズミモチ Ligustrum lucidum 高木 野生 /植栽 ＋ 1815
ネズミモチ Ligustrum japonicum 高木 野生 /植栽 ＋ 10
バラ科の 1種 Rosaceae sp. 高木 野生 90
ホオノキ Magnolia obovata 高木 野生 /植栽 15
ミカン Citrus unshiu 高木 栽培 1
ミズキ Cornus controversa 高木 野生 1
ムクノキ Aphananthe aspera 高木 野生 /植栽 59
モチノキ Ilex integra 高木 野生 /植栽 ＋ 383
アオハダ Ilex macropoda 高木 野生 1
マメ科の 1種 Fabaceae sp. 双子葉草本 野生 1
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus 単子葉草本 野生 /植栽 11
アオツヅラフジ Cocculus trilobus つる植物 野生 24
ツタ Parthenocissus tricuspidata つる植物 野生 67
ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus  var. orbiculatus つる植物 野生 6
ノブドウ Ampelopsis glandulosa  var. heterophylla つる植物 野生 59
ブドウ Vitis sp. つる植物 栽培 1
ヘクソカズラ Paederia scandens つる植物 野生 ＋ 91
ヤブカラシ Cayratia japonica つる植物 野生 ＋ 6
アブラチャン Lindera praecox 低木 野生 /植栽 ＋ 64
イヌツゲ Taxus cuspidata 低木 野生 /植栽 ＋ 50
ウメモドキ Ilex serrata 低木 野生 /植栽 5
クコ Lycium chinense 低木 野生 /植栽 43
トベラ Pittosporum tobira 低木 野生 /植栽 70
ナンテン Nandina domestica 低木 野生 /植栽 93
ピラカンサ Pyracantha angustifolia 低木 植栽 2
マンリョウ Ardisia crenata 低木 野生 /植栽 54
モッコク Ternstroemia gymnanthera 低木 野生 /植栽 159
不明 59

合計 7918
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付表 2 麻布大学構内で冬季に記録された鳥類。数字は 1ルート当たりの観察羽数の平均値。散布者
である可能性は文献類から昆虫食などカキノキ果実を食べる可能性がほぼないものを「-」と
した。調査期間は 2017年 11月から 2019年 1月まで。麻布大学野鳥研究部提供。

散布者 11月 12月 1月 平均
可能性 n = 1 n = 4 n = 3

スズメ + 25 20.5 15.0 20.2
ヒヨドリ + 4 13.0 15.0 10.7
ドバト + 3 9.5 6.5 6.3
メジロ + 6 3.5 5.5 5.0
オナガ + 0 9.5 4.0 4.5
キジバト + 2 5.5 4.0 3.8
シジュウカラ + 4 3.7 3.7 3.8
カワラヒワ + 2 5.5 1.0 2.8
ムクドリ + 0 4.5 4.0 2.8
ハクセキレイ - 2 3.8 2.0 2.6
エナガ - 0 6.0 1.0 2.3
ハシボソガラス + 0 2.0 5.0 2.3
アトリ - 0 5.0 0.0 1.7
ハシブトガラス + 1 2.5 1.0 1.5
ツグミ + 0 2.0 2.0 1.3
コゲラ - 0 1.5 1.0 0.8
ジョウビタキ + 1 1.5 0.0 0.8
ウグイス + 0 1.0 1.0 0.7
シメ + 0 1.0 1.0 0.7
モズ - 0 0.0 1.0 0.3


